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論文内容の要旨

本論文は， α Al2 03 系砥石による鉄鋼材料の精密研削作業において，加工精度を決定する主要因の

一つである砥粒切れ刃の摩耗を，研削機構，研削現象，研削結果および摩耗機構の面より解析を加え

たものであり ， 7 章より成っている。

第 1 章は緒論であり，関連する従来の研究および本研究の目的と概要を明らかにした口

第 2 章では， αAl2 03 系砥石を用いて鉄鋼材料の研削試験を行ない，微視的な観点より研削機構を

検討した。その結果，研削中の砥石と工作物は弾性接触していること ， 1 個の砥粒切れ刃に 1 kg程度

の力がかかっていること，および砥粒研削点温度は鋼の融点付近の高温にまで達することなどを明ら

かにした。

第 3 章では，研削中の砥粒切れ刃の摩耗形態および砥粒切れ刃の摩耗が研削現象ならびに研削結果

におよぼす影響を，実験的に検討したO その結果，研削中の砥粒切れ刃の摩耗過程が明 6 かとなり，

砥粒切れ刃の摩耗が進行するのに伴ない研削現象が変化すること，砥粒切れ刃の摩耗は加工精度を低

下させることなどを明らかにした。

第 4 章では，研削中に砥粒切れ刃と工作物との接触界面で生起する現象を解明するため，鋼の融点付

近の高温にわいて， αAl203 単結品と溶鉄との溶着試験を行なった。その結果 接触界面では拡散律

則の化学反応が生起し，反応生成物(ハーシナイト)が生成されること，酸素の存在が反応を促進さ

せることなどを明らかにした。

第 5 章では， α Al2 03 と鉄鋼材料との乾燥摩擦試験を行なしヘ摩擦界面で生ずる現象を検討した。

その結果，これら両物質の接触界面においても ， 4 章で解明したと同様な現象が生起すること， αAl2
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03 は鉄鋼材料と反応し反応生成物(ハーシナイト)を生成し摩耗すること，およびα Al20a の摩耗率

が摩擦面温度の関数として表わされることなどを明らかにした。また，これらの結果にもとづき， α­

Al203 と鉄鋼材料とを摩擦する場合の α Al203 の摩耗機構のモデルを確立した。

第 6 章では，鉄鋼材料を研削する際の α Al203 系砥粒切れ刃の摩耗機構を研削試験を行なって検討

した。その結果，単粒研削における砥粒切れ刃の摩耗機構は第 5 章で明らかにしたものと同じである

こと， α Ab03 系砥石による研削では，砥粒切れ刃は工作物，零囲気および結合剤と反応し，反応生

成物を生成しながら摩耗すること，反応生成物は工作物の仕上面と砥石の作業面に付着するほか排出

される切屑中に混入することなどを明らかにした。

第 7 章は総括で，本論文を通観して主要な事項についてのべたO

論文の審査結果の要旨

研削加工は高精度な仕上品を得るのに適した精密加工法であるが，加工中に生じる工具すなわち砥

粒切れ刃の摩耗については不明な点が多く，これが本加工法発展の障害となっていた。本研究はこの

点に着目して，鉄鋼材料を精密研削する際の αAl203 系砥粒切れ刃の摩耗機構を明らかにするために

行なったものである。

本論文では，研削作用は砥粒切れ刃の切削と摩擦作用による加工法であるという事実から，砥粒切

れ刃の摩耗の原因および機構を，研削の機構に基づき理論的および実験的に解析し，独創的な工夫に

よって新しい発見がなされている口すなわちまず研削においては，砥粒切れ刃は工作物と高温高圧の

摩擦状態におかれ，これが砥粒切れ刃の摩耗に重大な影響を与えることを明らかにしている。ついで，

この結果に基づき，高温条件下における砥粒用材料と鉄鋼材料との界面反応ならびに摩擦および摩耗

機構の解析を行ない，砥粒切れ刃が鉄鋼材料と化合することによって摩耗することを明らかにしてい

る。

以上のように，本論文は工学上の新知見を得るとともに，機械加工技術の今後の発展に貢献するも

のが大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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